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わたなべ一雄市議からバトンタッチ！
福祉のベテラン、藤枝ななさん

日本共産党 藤枝ななさんに期待します！
都議会議員  尾崎 あや子
　福祉分野で31年、経験豊か
な藤枝ななさん。安心して住み
続けられるためには、都営住宅
の使用承継や型別供給の見直
しが必要です。
　藤枝ななさんを市政に送ってください。

　応援してくださったみ
なさまに心から感謝申し
上げます。
　藤枝さんは、くらしと
福祉を守り続けるための
バトンをしっかり引き継
いで、明るく力強く前進
してくれると期待してい
ます。
市議会議員
わたなべ 一雄

　地域の方からの生活
相談に対して親身にテキ
パキと対応する姿をみ
て、この人ならば安心し
て任せられると心強く感
じました。
　ぜひとも豊富な経験
を活かして活躍してほ
しいです。

元市議会議員
竹原 キヨミ
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【藤枝奈 （々ふじえだなな）プロフィール】
●1960年生まれ立川市で育つ ●都立多摩高校卒 ●
和光大学中退 ●29歳の時に立川市役所福祉部に入
職 ●公的ヘルパーとして現場経験を積み、介護福祉
士の資格も取得 ●定年退職後は村山団地近くの障害
者就労支援施設「くるみ会」に再就職（昨年６月に退職） 
●趣味は手芸 ●子ども（２男３女）はみな独立、孫４人

こんにちは、藤枝ななです。
　私の活動の原点は「子や孫たちに平和な未来を」という
思いです。
　軍事費２倍、敵基地攻撃‥。仕事や育児で忙しい日々を
送っているうちに、気がつくと日本はとても危険なところ
まで来てしまいました。いまこそ子や孫の世代のために
「戦争への道はＮＯ！」の声を上げなければ、と感じます。
　一人でも多くの人の平和と幸せを追求するのが、日本
共産党のめざす政治です。私は、一人ひとりが大切にされ
る、安心できる市政づくりに全力を尽くします。

わたなべ市議から
バトンタッチ！

藤枝ななHP

▲

衆議院議員  宮本 徹
　藤枝ななさんは福祉のベテラ
ン。みなさんの頼りになる相談
役として、わたなべさん、竹原さ
んの仕事を引き継げる方です。
　藤枝さんとご一緒に、軍拡優先でなく、暮らし優
先の市民に優しい政治をつくりましょう。

宮地 秀彰
（大南ファミリークリニック所長）

井上 忠男
（三多摩健康友の会 武蔵村山支部長）

藤橋　博
（武蔵村山生活と健康を守る会役員）

藤巻　愛
（村山医療センター元看護師）

板谷 質重
（武蔵村山子どもの教育と文化を育てる会会長）

石黒 玲子
北村 誠子
竹原　占
立川 藤喜
中根 一江
楢原 信男
藤田 久代
松浦 笑子
森泉 幸子

政府への申し入れで山添拓参議院議員と



身近な相談相手 藤枝なな あなたの声を市政にしっかり届けます

大軍拡・大増税ストップ！ 子や孫たちに平和な未来を！ 平和憲法を守りましょう

藤枝ななさんの歩んできた道

力をあわせて実現させます

●国保税・介護保険料・高齢者医療の負担軽減を
●子どもの医療費は18歳まで完全無料に
●小中学校の給食費を無料に
●公共施設は無料に戻して市民が利用しやすく
●有料ごみ袋の負担軽減を ●補聴器の購入助成を

物価高でくらしは大変です
●名義承継は子まで認めるように
●一人でも２ＤＫ以上に住めるように
●訪問客のための駐車場の確保を

都営住宅問題に取り組みます
●消費税５％に緊急減税を
●物価高に見合った年金額引き上げを
●平和憲法を守り活かそう
●オスプレイの横田基地配備ストップ
●多摩モノレールの延伸と合わせてシルバーパスを使えるように

国や都にもあなたの声を届けます

●29歳で公的ヘルパーに　福祉への思い
　私は29歳の時に立川市役所に入職して以来、福祉部門に31年間勤め
てきました。きっかけは１年間闘病して亡くなった父への思いです。
　当時、私は幼い子どもたちを抱えて、大好きだった父の看病を十分にで
きなかったことが心残りでした。また、正義感が強く、共産党に声援を送っ
ていた父の思いを受け継いで、だれもが安心して暮らせる社会をつくりた
いという思いもあり、福祉に関わろうと決めました。

●都営住宅で育ちました　父の思い出
　物心ついた頃から立川市の都営住宅で育ちました。父は都バスの運転手で、６人家
族を支えるのは大変だったと思いますが、いつも笑いの絶えない温かい家庭でした。
　父は子ぼんのうで、夏には近所の子どもたちも一緒に多摩川や市営プールに連れ
て行ってくれました。また、正義感が強く、テレビで政治討論番組を見ては「さすが共
産党！」と拍手喝采するような人でした。そんな父の影響で、私も社会や福祉のことに
興味を持ち始めました。

●子や孫がお世話になっている保育園 保育環境の充実は急務
　5人の子ども、４人の孫に恵まれ、保育園には永～くお世話になっています。保育園は共働き
に欠かせない頼もしい味方です。それだけに、最近の保育士による園児虐待などの事件には本
当に心が痛みます。
　保育職が気持ちにゆとりが持てるような人員配置や、賃金も含めた処遇改善が必要です。大
人たちの責任で、子どもたちの健やかな成長を保障する保育環境をつくっていきたいですね。

●本当に必要とする方に支援が届かないもどかしさ
　入職したころは公的ヘルパーとして利用者と直接かかわる仕事にやり
がいを感じていましたが、介護保険制度が始まると、徐々に行政と利用者
との間に距離ができてきました。
　私自身、現場よりもデスクワークが増えて、本当に福祉サービスを必要
とする方の声が聞けない、支援が届かないというもどかしさ、不公平さを
強く感じてきました。

●身近な相談相手として市民の声を届けたい！
　定年を機に村山団地の近くの障害者施設に転職し、利用者一人ひとりと丁寧に関われ
るようになりました。しかし今度は、福祉の現場の賃金格差を目の当たりにして、職員が
安心して働けるような環境にしなければ、と感じはじめました。
　私はこれまでの経験を活かして、みなさんの声をしっかりと市政に届けていきたいと決
意しています。

市民の願い 日本共産党市議団実現してきた
●国保税、介護保険料の値上げをおさえ、多子減免を実現。
●国や都のコロナ交付金を低所得者や事業者支援中心に充当。
●全小中学校の体育館にエアコン設置を実現。
●村山医療センターの再編・統合計画の撤回を求め、
　市長と議長連名で政府に要望書提出へ。

昨年7月、市内で平和行進に参加


